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潟上市市章

東湖八坂神社例大祭が、７月６・７日の両日、潟上市天王本郷と
男鹿市船越一帯で執り行われました。
この祭典は、両地区の統人制のもと、一年間にわたり豊かな諸祭
事を繰り広げ、この日を迎えたものです。６日の宵宮は境内の神楽殿
で夜籠

よごもり

式が行われ、７日の御神輿
お み こ し

巡行
じゅんこう

や奇祭「牛乗り」「くも舞」神事
には、多くの見物者らが船越水道に詰めかけ、神話の世界「スサノオノミ
コトのヤマタノオロチ退治」伝説に酔いしれました。
（関連記事の16ページをご覧ください） 「くも舞」神事

「牛乗り」神事



○
歳
入
の
主
な
内
容

市
税
に
つ
い
て
は
、
二
二
億
一
、
七
八
九
万

五
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
、
〇
三
三
万

三
千
円
、
〇
・
五
％
の
減
額
と
し
て
い
ま
す
。

内
訳
は
、
市
民
税
の
所
得
割
等
の
減
に
よ
り
、

三
、
五
七
〇
万
四
千
円
の
約
四
・
六
％
の
減
。

固
定
資
産
税
は
、
新
築
家
屋
分
の
増
等
に
よ
り

二
、
四
七
三
万
八
千
円
、
約
二
・
一
％
の
増
額
。

所
得
譲
与
税
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、

前
年
度
に
引
き
続
き
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
さ

ら
な
る
一
般
財
源
化
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
一
一
九
・
七
％
増
の
一
億
二
、
五
〇
〇
万

円
と
し
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
五
四
億
六
、
二
〇
〇
万
円

で
、
前
年
度
比
九
億
三
、
四
六
八
万
四
千
円
、

二
〇
・
六
％
の
増
額
。
こ
の
う
ち
、
普
通
交
付

税
は
、
平
成
十
六
年
度
交
付
額
の
三
％
減
相
当

額
に
、
合
併
補
正
分
及
び
福
祉
事
務
所
設
置
等

に
伴
う
交
付
見
込
み
額
を
加
算
し
た
四
九
億

四
、
六
〇
〇
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

特
別
交
付
税
は
、
平
成
十
五
年
度
交
付
額
の

三
〇
％
減
の
二
億
六
、
〇
〇
〇
万
円
と
、
合
併

に
伴
い
交
付
さ
れ
る
特
別
交
付
税
の
二
億
五
、

六
〇
〇
万
円
。
国
庫
支
出
金
は
、
九
億
九
、
一

二
七
万
八
千
円
で
、
前
年
度
比
五
億
二
、
一
九

三
万
六
千
円
、
一
一
一
・
二
％
増
額
。
主
に
、

生
活
保
護
費
負
担
金
三
億
八
、
七
八
一
万
四
千

円
の
増
額
、
天
王
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業
費

補
助
金
四
、
三
〇
六
万
円
四
千
円
の
増
額
と
し

て
い
ま
す
。

県
支
出
金
は
、
五
億
四
、
一
七
四
万
七
千
円

で
、
前
年
度
比
二
、
九
〇
七
万
円
、
五
・
七
％

の
増
額
。
主
な
も
の
は
、
福
祉
事
務
所
設
置
等

に
よ
り
身
体
障
害
者
と
知
的
障
害
者
の
支
援
費

負
担
金
が
六
、
七
〇
四
万
五
千
円
の
減
と
な
る

一
方
、
合
併
特
例
交
付
金
が
一
億
二
、
〇
〇
〇

万
円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。
基
金
繰
入
金
は
、

八
、
七
〇
〇
万
円
の
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰

入
金
で
、
繰
越
金
は
、
四
億
六
、
〇
三
六
万
六

千
円
と
な
り
ま
す
。

市
債
は
、
八
億
一
、
六
九
〇
万
円
で
、
主
な

も
の
は
臨
時
地
方
道
整
備
事
業
債
七
、
〇
四
〇
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平
成
十
七
年
度
潟
上
市
の
本
予
算
が
、
六
月
十
四
日
か
ら
開
か
れ
た
市
議
会
定
例

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
一
般
会
計
予
算
総
額
は
一
一
八
億
二
、
四

〇
〇
万
円
と
な
り
、
合
併
前
の
旧
三
町
と
湖
南
衛
生
並
び
に
羽
城
中
学
校
の
組
合
予

算
を
合
算
し
た
前
年
度
当
初
予
算
比
較
で
は
、
八
億
六
、
六
四
九
万
円
の
七
・
九
％

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
増
額
の
主
な
理
由
は
、
福
祉
事
務
所
の
設
置
な
ど
に
よ
り

県
事
務
が
委
譲
さ
れ
た
た
め
で
す
。

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
な
が
ら
合
併
協
議
の
確
認
内
容

を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
財
政
事
情
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
継
続
事
業
や

緊
急
性
の
高
い
事
業
を
優
先
し
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
平
成
十
七
年
度
の
予
算
と
主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

潟上市
国県支出金 
1,533,025千円 
（13.0％） 

地方交付税 
5,462,000千円 
（46.2％） 

地方譲与税 
295,300千円 
（2.5％） 

各種交付金 
420,600千円 
（3.5％） 

市債 
816,900千円 
（6.9％） 

市税 
2,217,895千円 

（18.8％） 

使用料・手数料 
223,263千円 

（1.9％） 

財産収入 
16,259千円 
（0.1％） 

諸収入 
168,222千円 

（1.4％） 

その他 
670,536千円 
 　（5.7％） 

自主財源自主財源 
3,296,1753,296,175千円千円 
（27.927.9％）％） 

自主財源 
3,296,175千円 
（27.9％） 

依存財源依存財源 
8,527,8258,527,825千円千円 
（72.172.1％）％） 

依存財源 
8,527,825千円 
（72.1％） 

区　　　分 H17年本予算（単位：千円）

自主財源

依存財源 8,527,825

1,533,025

5,462,000

295,300

420,600

816,900

国県支出金

地方交付税

地方譲与税

各種交付金

市債

市税

使用料・手数料

財産収入

諸収入

その他

118億2,400万円歳入

歳入合計

3,296,175

2,217,895

223,263

16,259

168,222

670,536

11,824,000



万
円
、
天
王
小
学
校
改
造
事
業
債
一
億
一
、
六

六
〇
万
円
、
臨
時
財
政
対
策
債
五
億
六
、
二
〇

〇
万
円
な
ど
で
す
。

○
歳
出
の
主
な
内
容

総
務
費
は
、
一
三
億
六
、
一
一
九
万
二
千
円

で
、
前
年
度
比
六
、
六
四
〇
万
五
千
円
の
五
・

一
％
増
額
。
主
な
内
容
は
、
総
合
発
展
計
画
・

男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定
経
費
・
市
民
歌
制

作
関
係
経
費
と
し
て
六
一
四
万
円
、
自
治
振
興

関
連
経
費
四
、
四
一
一
万
二
千
円
、
市
議
会
議

員
選
挙
費
四
、
九
四
六
万
二
千
円
な
ど
で
す
。

歳
出
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
民
生
費

は
、
三
四
億
三
、
四
二
四
万
六
千
円
で
、
前
年

度
比
一
〇
億
四
、
五
六
七
万
七
千
円
の
四
三
・

八
％
増
額
で
す
。

ま
た
、
衛
生
費
は
、
八
億
七
、
三
八
四
万
三

千
円
で
、
前
年
度
比
三
億
九
、
一
三
三
万
六
千

円
の
三
〇
・
九
％
減
額
で
す
。
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
と
老
人
保
健
特
別
会
計
の
繰
出
金
を

民
生
費
に
予
算
措
置
し
て
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
労
働
費
は
、
一
、
三
六
四
万
三

千
円
で
、
前
年
度
比
三
、
〇
八
七
万
八
千
円
の

六
九
・
六
％
減
額
で
す
。
農
林
水
産
業
費
は
、

四
億
五
〇
二
万
円
で
、
前
年
度
比
三
、
四
八
一

万
一
千
円
の
七
・
九
％
減
額
で
す
。
商
工
費
は
、

一
億
六
、
四
三
〇
万
五
千
円
で
、
前
年
度
比
五
、

〇
三
二
万
七
千
円
の
四
四
・
二
％
増
額
で
す
。

土
木
費
は
、
一
三
億
四
、
二
〇
四
万
六
千
円
で
、

前
年
度
比
五
、
三
三
九
万
九
千
円
の
四
・
一
％

増
額
で
す
。
消
防
費
は
、
七
億
九
、
四
七
二
万

五
千
円
で
、
前
年
度
比
三
、
五
二
七
万
五
千
円

の
四
・
六
％
増
額
で
す
。
教
育
費
は
、
一
三
億

八
、
一
四
四
万
三
千
円
で
、
前
年
度
比
九
、
三

七
九
万
二
千
円
の
七
・
三
％
増
額
で
す
。
公
債

費
は
、
一
七
億
七
、
三
五
二
万
五
千
円
で
、
前

年
度
比
四
、
九
二
三
万
一
千
円
の
二
・
九
％
増

額
で
す
。

※
新
市
建
設
計
画
の
基
本
目
標
に
基
づ
い

た
、
主
要
施
策
ご
と
の
主
な
事
業
は
、
四
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3

６月定例市議会から
議会費 
269,191千円 

（2.3％） 

総務費 
1,361,192千円 

（11.5％） 

民生費 
3,434,246千円 

（29.0％） 

衛生費 
873,843千円 

（7.4％） 

労働費 
13,463千円 
（0.1％） 

農林水産費 
405,020千円 
（3.4％） 

商工費 
164,305千円 
（1.4％） 

土木費 
1,342,046千円 

（11.4％） 

消防費 
794,725千円 
（6.7％） 

教育費 
1,381,443千円 

（11.7％） 

公債費 
1,773,525千円 

（15.0％） 

予備費 
11,000千円 
（0.1％） 

災害復旧費 
1千円 
（0％） 

区　　　分 H17年本予算（単位：千円）

歳 出 合 計 11,824,000

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
予備費

269,191
1,361,192
3,434,246
873,843
13,463
405,020
164,305

1,342,046
794,725

1,381,443
1

1,773,525
11,000

118億2,400万円歳出自主財源・依存財源…自主財源は、自治体が自主的に
徴収できるお金です。依存財源は、地方交付税など国
や県から交付されるお金です。

地方交付税…各自治体の不均衡調整と税源を保障する
目的で、国が交付するお金です。

国・県支出金…国や県が使い道を特定して交付するお
金です。（補助金や負担金など）

地方譲与税…国税として徴収したお金のうち、各自治
体に譲与する税の部分です。

扶助費…生活保護法や児童福祉法、老人福祉法などに
より支給する費用です。

公債費…市債（市が借り入れたお金）の返済経費です。

国民健康保険事業特別会計 30億3,383万4千円

老人保健特別会計 37億6,149万1千円

介護保険事業特別会計 20億9,796万4千円

有線放送事業特別会計 4,913万円

農業集落排水事業特別会計 1億2,460万9千円

下水道事業会計 16億6,381万4千円

合併処理浄化槽事業特別会計 2,006万9千円

豊川財産区会計 40万2千円

下虻川財産区会計 58万6千円

和田妹川財産区会計 51万8千円

飯塚財産区会計 52万円

土地取得事業特別会計 2,842万2千円

水道事業会計 11億2,613万７千円

◇各特別会計予算

行政用語まめ知識



１環境と調和し快適で安らぎのあるまち
（単位：千円）

4

建設計画の主要施策ごとに
紹介します

●自然環境の保全 環境保全関係費 27,774
松くい虫防除対策事業 10,028

●道路の整備 道路台帳作成業務委託料 31,085
下出戸細谷線調査設計委託料 10,250
街道下線道路新設改良工事 34,000
道路改良工事 36,491
・飯塚下2号線
・元木山公園東線交差点
・出戸新町地区
道路維持補修工事 23,222
・新潟端承水路線改修工事
・追分下出戸線舗装補修工事
道路側溝等改良工事 20,182
・浸透桝改修工事(北野地区)
・側溝改良工事
(出戸新町・東湖団地・八坂団地・上出戸)

●公共交通の充実 駅管理委託料 3,816
マイタウンバス運行費助成金 20,559

●市街地の整備 都市計画基本方針策定委託料 6,930
地籍調査委託料 11,557

●上下水道の整備 合併処理浄化槽事業特別会計繰出金 2,914
水道事業特別会計繰出金 62,648
下水道事業特別会計繰出金 765,378

●住環境の整備 市営住宅管理費 29,483
土木積算システム保守委託料 1,015

●公園・緑地の整備 公園の草刈等人夫賃 10,560
公園保守管理委託料 38,354
公園樹木伐採処理委託料 4,000
スカイタワー改修工事 15,303

●衛生環境の整備 不法投棄物処理委託料 2,647
廃タイヤ収集処理委託料 280
廃棄物収集業務委託料 78,676
クリーンセンター費 212,475
最終処分場費 30,881
し尿処理費 141,231

●消防・防災・交通安全の推進
防火水槽設置工事 14,724
消防備品 11,943
交通安全団体等補助金 1,467
チャイルドシート助成金 1,800
交通安全施設整備費 1,336
防犯協会補助金 420
街灯新設工事 1,323
街灯料金補助金 2,900
防災無線保守管理委託料 1,260

2安心して楽しく健やかに暮らせるまち
（単位：千円）

●保健・医療の充実 保健福祉センター等維持管理委託費 7,245
健康推進員活動費 490
健康生活推進委員会補助金 3,030
集団健診の委託料 114,232
母子保健地域活動事業 617

●社会福祉の充実 障害者福祉委託料 1,613
重度身体障害者通院費補助金 3,480
敬老祝い金 3,110
シルバー人材センター補助金 2,400
老人クラブ補助金 8,213
生活保護扶助費 517,086
障害者等の扶助費 361,337
福祉医療の扶助費 271,171

●子育て支援の充実 すこやか子育て支援事業補助金 3,538
妊婦健康診査等委託料 13,600
児童手当費(扶助費) 165,360

●地域福祉の充実 社会福祉協議会負担金 42,724
ボランティア活動費補助金 3,000
民生児童委員協議会補助金 2,833

●保険事業の充実 国民健康保健特別会計繰出金 253,723
老人保健特別会計繰出金 267,590
老人保健電算処理事務 2,932

3活力と創意工夫で豊かに暮らせるまち
（単位：千円）

●農林水産業の振興 農地等情報総合管理委託料 1,596
病害虫防除協議会補助金 5,770
『農業夢プラン』応援事業費 6,421
農業被害対策事業補助金 15,950
転作大豆振興対策費助成金 5,446
『地域で創る水田農業』支援費 4,505
県営土地改良事業推進費 56,000
水産種苗放流事業補助金 1,800
わかさぎ卵放流事業補助金 593

●商工業の振興 商工会補助金 8,684
商工組合中央金庫預託金 15,000
昭和工業団地管理委託料 2,000

●観光・レクリエーションの振興
観光パンフレット作成費 2,394
観光協会補助金 4,615
活性化イベント事業費 14,644
ふれあい交流センター委託料 30,000
ブルーメッセあきた関連委託料 18,380

●起業の促進・支援 中小企業振興融資制度預託金 50,000
中小企業振興融資保証料補助金 1,700

潟上市



６月定例市議会から

4生涯学び心豊かな人を育むまち
（単位：千円）

●生涯学習の推進 飯田川地区公民館分館設計委託料 2,235
生涯学習推進費 5,519

●幼児・学校教育の充実 耐震化優先度調査負担金 1,500
天王小学校教室・体育館大規模 224,698
改造・地震補強工事
児童生徒派遣費補助金 10,000
ホームステイ助成金 2,760
外国青年招致事業 9,356

●文化・スポーツの振興
重要文化財管理費補助金 83
無形文化財保存委員会補助金 2,500
文化講演会事業 1,300
各種保存会補助金 320
スポーツ少年団補助金 2,920
各地区運動会 1,517
体育協会補助金 2,000
秋田わか杉国体実行委員会 6,427
東北総合体育大会 4,198

5ともに支え温かにふれあえるまち
（単位：千円）

●地域コミュニティの推進
自治会支援費 21,871
文書配布関係費 17,744

●男女共同参画社会の形成
男女共同参画推進計画作成関係費 1,663

●地域間・国際交流の推進
国際交流協会補助金 80

●情報化の推進 電算保守管理委託料 51,078
コンピューターリース料 15,289
広報の発行 11,963
ホームページ更新事業 630

市
議
会
の
同
意
を
受
け
て
、

各
行
政
委
員
会
委
員
の
方
々
が

石
川
市
長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
う
ち
、
六
月
二
十
九
日

に
は
市
教
育
委
員
会
が
潟
上
市

役
所
飯
田
川
庁
舎
で
開
か
れ
、
互

選
の
結
果
、
教
育
長
に
小
林
洋

氏
（
昭
和
）
が
引
き
続
き
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

各
委
員
会
委
員
の
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
潟
上
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会

委
員
長
　
菊
　
地
　
芳
　
男

（
飯
田
川
和
田
妹
川
字
柳
田
）

委
　
員

菊
　
地
　
福
一
郎

（
天
王
字
上
出
戸
）

委
　
員

奈
　
良
　
　
　
勤

（
昭
和
豊
川
船
橋
字
堤
沢
）

●
潟
上
市
教
育
委
員
会

教
育
委
員
長工

　
藤
　
紀
代
子

（
天
王
字
鶴
沼
台
）

職
務
代
行
者菊

　
地
　
　
　
紘

（
飯
田
川
下
虻
川
字
道
心
谷
地
）

委
　
員

佐
々
木
　
洋
　
夫

（
昭
和
豊
川
槻
木
字
畑
妻
）

委
　
員

渡
　
部
　
　
　
晟

（
天
王
字
長
沼
）

教
育
長

小
　
林
　
　
　
洋

（
昭
和
大
久
保
字
山
神
）

●
潟
上
市
監
査
委
員

代
表
監
査
委
員渡

　
邊
　
晋
　
二

（
飯
田
川
飯
塚
字
水
神
端
）

監
査
委
員
鐙
　
　
　
則
　
夫

（
飯
田
川
下
虻
川
字
八
ツ
口
）

●
潟
上
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

薄
　
田
　
　
　
博

（
天
王
字
二
田
）

職
務
代
理
者小

　
松
　
吉
　
雄

（
昭
和
大
久
保
字
片
田
千
刈
田
）

委
　
員

小
　
熊
　
顕
　
二

（
飯
田
川
飯
塚
字
水
神
端
）

委
　
員

柏
　
崎
　
重
　
嗣

（
天
王
字
ハ
ラ
ヘ
）

●
潟
上
市
農
業
委
員
会

委
員
の
推
薦（
議
会
推
薦
者
）

村
　
井
　
政
　
克

（
天
王
字
二
田
）

古
　
戸
　
栄
　
子

（
飯
田
川
金
山
字
家
ノ
前
）

5

潟上市議会６月定例会が、６月14日から27日

までの日程で潟上市役所昭和庁舎議場において開

かれました。

今議会には報告2件・専決処分４件のほか、平

成17年度一般会計予算案や各特別会計予算案など

計19議案、各行政委員会の人事案件などが上程され、

いずれも原案のとおり同意、可決されました。

＜承認・可決された主な議案など＞

●潟上市市税条例の一部を改正する条例の専決処分

●平成16年度潟上市一般会計補正予算の専決処分

●平成16年度潟上市介護保険事業特別会計補正予
算の専決処分

●平成17年度潟上市農業集落排水事業特別会計へ
の繰り入れ

●平成17年度潟上市下水道事業特別会計への繰り
入れ

●平成17年度潟上市合併処理浄化槽事業特別会計
への繰り入れ

●平成17年度潟上市一般会計予算案

●平成17年度潟上市各特別会計予算案

各
行
政
委
員
会
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

人権擁護委員に加藤氏を推薦
任期満了に伴う人権擁護委員に、加藤壽雄氏

（飯田川和田妹川）の推薦について同意されまし

た。
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潟上市農業委員会委員一般選挙
天
王
・
昭
和
・
飯
田
川
地
区

委
員
16
人
が
決
ま
り
ま
し
た

合
併
の
在
任
特
例
に
よ
り
選
挙
区
を
設
け
て
行
わ
れ
た
潟
上
市
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
が
、
七
月
十
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
、
第
二
選
挙
区
の
昭
和
地
区
（
定
数

六
人
・
候
補
者
七
人
）
で
選
挙
に
よ
る
委
員
六
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
第
一
選
挙
区
の
天
王
地
区
（
定
数
六
人
）
と
第
三
選
挙
区
の
飯
田
川
地
区

（
定
数
四
人
）
は
告
示
日
の
三
日
、
定
数
と
同
数
に
よ
り
無
投
票
で
当
選
。
十
日
に

は
、
開
票
事
務
を
併
せ
て
行
う
選
挙
会
が
潟
上
市
天
王
公
民
館
で
開
か
れ
、
選
挙
に

よ
る
委
員
十
六
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

届出順 当　選　者 （地区名）

１ 佐　藤　　　肇 （二　田）

２ 藤　原　明　正 （江　川）

３ 菅　原　耕　作 （細　谷）

４ 丸　谷　金　一 （塩　口）

５ 鈴　木　菊　男 （羽　立）

６ 三　浦　清　孝 （大　崎）

第１選挙区（天王地区）
定数６人

当 大沢いわお（豊　川） 331

当 菅原　　章（大久保） 330

当 菅原　良一（大久保） 314

当 菅原　順市（大久保） 252

当 �橋　京子（乱　橋） 212

当 宮田　紀夫（豊　川） 129

次 畠山　三男（大久保） 95

1,663計

候補者名（地区名） 得票数

有効投票数 1,663票

無効投票数 11票

投 票 総 数 1,674票

投　票　率 67.42％

第２選挙区（昭和地区）選挙結果
定数６人

届出順 当　選　者 （地区名）

１ 原　田　誠　進 （和田妹川）

２ 間　杉　重　治 （下虻川）

３ 伊　藤　久　雄 （和田妹川）

４ 田　仲　隆　清 （飯　塚）

第３選挙区（飯田川地区）
定数４人

■面会日日程
●と　き ８月17日（水）10時から12時　
ところ 昭和庁舎　応接室

●と　き　８月17日（水）13時から15時
ところ　飯田川庁舎　応接室

●と　き　８月18日（木）10時から12時
ところ　天王庁舎　応接室

■面会内容について
○面会時間は、１人30分程度とします。
○面会内容において、他人の名誉や人格を傷つける
もの及び公共の利益に反する相談や、個人の営利

を目的とした面会内容については、ご遠慮申し上
げる場合があります。

■申込方法及び締切日
住所、氏名、面会内容及び希望する日程を８月８日

（月）15時までに潟上市企画部総合政策課まで電話で
申し込みください。
なお、申込者が多い場合は、次回または別日程に調

整させていただく場合があります。

■申込及び問い合わせ先
潟上市総合政策課
総合政策班　�878－9802（内線212）

市では、『市長』と『あなた』のホットライン化を図るため、「市長面会日～ようこそ市長室へ」を開設します。
これは、市長が市民のみなさんと直接お会いし、地域での生活課題や市政の現状、これからの潟上市への意見・

提言など、日頃、市に対して感じていることなどを広く聴き、より住み良いまちづくりを進めるために実施するも
のです。市民参加の活力あるまちづくりにあなたの声を市長に届けてください。



○
募
集
人
員

昭
和
地
区
地
域
審
議
会
　
五
人
以
内

飯
田
川
地
区
地
域
審
議
会

五
人
以
内

○
応
募
資
格

一．

昭
和
地
区
・
飯
田
川
地
区
に
住

所
を
有
す
る
方

二．

年
齢
が
二
十
歳
以
上
の
方

三．

潟
上
市
の
職
員
及
び
市
議
会
議

員
で
な
い
方

○
募
集
期
間

平
成
十
七
年
七
月
十
五
日（
金
）〜

八
月
十
五
日（
月
）

○
応
募
方
法

潟
上
市
役
所
天
王
・
昭
和
・
飯
田
川

庁
舎
の
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
及
び
追
分

出
張
所
に
備
え
付
け
の
「
応
募
用
紙
」

に
必
要
事
項
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
、
応
募
の
動
機
な
ど
）
を
記
入
し

て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム

市
で
は
、
合
併
前
の
旧
昭
和
町
及
び
旧
飯
田
川
町
の
区
域
ご
と
に
『
地

域
審
議
会
』
を
設
置
す
る
た
め
、
昭
和
・
飯
田
川
地
区
の
地
域
審
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh
ttp
//w
w
w
.city.

katagam
i.akita.jp

/

）

○
応
募
先

〈
郵
送
の
場
合
〉

潟
上
市
企
画
部
総
合
政
策
課

〒
〇
一
〇
ー
〇
二
〇
一
　

潟
上
市
天
王
字
上
江
川
四
七
ー
一
〇
〇

〈
持
参
す
る
場
合
〉

潟
上
市
役
所
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
、

追
分
出
張
所

○
選
考
方
法

提
出
さ
れ
た
書
類
を
審
査
し
、
最
終

的
に
市
長
が
選
考
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

潟
上
市
総
合
政
策
課

（
�
８
７
８
ー
９
８
０
２
）

○
地
域
審
議
会
と
は

地
域
審
議
会
は
、「
新
市
建
設
計
画
」

の
変
更
や
執
行
状
況
、
潟
上
市
の
基
本

構
想
の
作
成
及
び
変
更
な
ど
に
つ
い
て

市
長
か
ら
の
諮
問
を
受
け
、
ま
た
は
必

要
に
応
じ
て
市
長
に
対
し
て
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
市
の
付
属
機
関
で

す
。

合
併
前
の
協
議
に
よ
り
、
各
町
の
議

会
の
議
決
を
経
て
、
昭
和
地
区
・
飯
田

川
地
区
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

○
地
域
審
議
会
の
組
織

公
共
的
団
体
等
を
代
表
す
る
方
、
識

見
を
有
す
る
方
、
一
般
公
募
に
よ
り
選

任
さ
れ
た
方
（
五
人
以
内
）
の
十
五
人

以
内
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

委
員
の
任
期
は
平
成
十
九
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。

7

市では「男女共同参画推進計画（仮称）」の策定作業を
進めているとともに、「男女共同参画推進条例（仮称）」
の制定を予定しています。
市民のみなさんと男女共同参画について学習しなが

ら、潟上市の男女共同参画のまちづくりに向けて、私た
ちができること、やるべきことを一緒に考えて、計画案
をつくる作業に参画してくださる方を募集します。
活動時間は主に平日の夕方からとする予定です。男女

共同参画に興味をお持ちの方で、市内に在住または在勤
する18歳以上の方は、ぜひご連絡ください。お待ちし
ています。
なお、募集締め切りは８月15日（月）とさせていただ
きます。

＜お問い合わせ先＞
潟上市総合政策課（担当：伊藤）
� 878－9802
FAX 878－2369
E－Mail sougouseisaku@city.katagami.akita.jp
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市
で
は
、
自
然
環
境
の
保
全
と
不
法
投
棄
の
未
然

防
止
を
目
的
と
し
た
「
潟
上
市
環
境
巡
視
員
」
を
募

集
し
ま
す
。

こ
の
巡
視
員
は
、
市
内
在
住
の
一
般
市
民
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
で
き
、
地
域
の
生
活
環
境
を
自
分
た

ち
で
守
る
た
め
の
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
記
入
の
う
え
、
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

八
月
十
日
（
水
）
ま
で

任
　
　
期

平
成
十
七
年
九
月
一
日
〜

平
成
十
九
年
八
月
三
十
一
日

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
・
・
・

潟
上
市
生
活
環
境
課
環
境
保
全
班

（
�
８
７
７
ー
７
８
０
２
　
FAX
８
７
７
ー
３
８
０
０
）

秋
田
県
産
業
廃
棄
物
協
会
で
は
、
六

月
二
十
九
日
、
環
境
保
全
・
生
活
環
境

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、「
廃
棄
物
不

法
投
棄
追
放
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
昭
和

豊
川
地
区
を
中
心
に
不
法
投
棄
産
業
廃

棄
物
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し

た
。当

日
は
、
会
員
約
三
十
人
が
市
内
の

不
法
投
棄
物
の
撤
去
な
ど
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

今
後
も
、
市
民
の
力
で
不
法
投
棄
を

追
放
し
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

八郎太郎プロジェクト（潟舟保存会会長　石川久
悦）が主催する「環八郎湖・水草群落づくりプロジ
ェクト＆水辺の青写真づくりプロジェクト」が行わ
れます。
八郎湖の青く澄んだ水辺を取り戻すため、官民協

働による運動です。市民みなさんの参加をお待ちし
ています。
水草群落づくりプロジェクト
と　き ７月17日（日）集合８時～
ところ 八郎湖・天王東排水機場
内　容 安全祈願、しゅんせつ土の運搬など
水辺の青写真プロジェクト
と　き ７月23日（土）集合８時～
ところ 八郎湖・天王東排水機場
内　容 水草の移植、植生調査など

お問い合わせは…秋田地域振興局・地域企画課
（�860－3313）

秋
田
県
産
業
廃
棄
物
協
会

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
実
施

▲不法に捨てられたごみを一掃する会員のみなさん



各
家
庭
か
ら
収
集
業
者
に

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

四
月
一
日
よ
り
、
粗
大
ご
み
の
収
集

方
法
は
、
旧
三
町
で
実
施
し
て
い
た
集

積
所
方
式
か
ら
「
戸
別
収
集
方
式
」
に

変
わ
り
ま
し
た
。

収
集
業
者
が
各
家
庭
ま
で
引
き
取
り

に
伺
い
ま
す
の
で
、
集
積
所
に
は
出
さ

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
粗
大
ご
み
処
理
券
に
つ
い
て

は
、
収
集
業
者
の
ほ
か
、
各
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

一
時
多
量
ご
み
は

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入
を

引
越
し
、
庭
木
の
刈
り
込
み
、
大
掃

除
な
ど
で
多
量
に
出
さ
れ
る
ご
み
に
つ

い
て
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

搬
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご

み
集
積
所
に
出
さ
れ
る
と
、
他
の
ご
み

を
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
一
時
多
量
ご
み

で
あ
っ
て
も
、
き
ち
ん
と
梱
包
し
て
い

る
も
の
で
あ
れ
ば
、
粗
大
ご
み
扱
い
と

し
て
収
集
業
者
が
引
き
取
り
に
行
き
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●ノートパソコン

●デスクトップパソコン本体

●パソコン用ディスプレイ（ブラウン管式、液晶式）

●メーカー出荷時に梱包されていた標準添付品

（マウス、キーボード、スピーカー、ケーブルなど）

※本体が１kg以下のパソコン、プリンター・スキャ

ナーなどの周辺機器、ワープロ専用機などは対象

となりません。

詳細（リサイクル料金、参加メーカー、回収方法
など）については、（社）電子情報技術産業協会
（�03－5282－7685）にお問い合わせください。

■パソコンリサイクル
（メーカー回収の対象となるもの）

■家電リサイクル
（対象となる家電５品目と処理にかかる料金）

お申込みは、日通家電リサイクルセンター
（�0120－53－7915）

9

生活環境課から
粗大ごみ収集業者一覧

地　区

天　王

天　王

天　王

昭　和

昭　和

昭　和

昭　和

飯田川

業　者　名 連　絡　先

㈲菅生清掃

㈲佐藤清掃

湖南環境サービス

昭和クリーン

南本商店

伊藤商店

青木建設㈱

二田電気工事

�878-2653

携帯090-2274-4214

�873-2857

携帯090-5848-0226

�877-2542

携帯090-1932-7403

�877-4825

携帯090-7331-6117

�877-2527

�877-4420

携帯090-5233-9497

�877-3550

�877-6747

携帯090-2604-9803

お問い合わせは、潟上市生活環境課まで
（�８７７－７８０２）

テレビ　　3,600円
（運搬料　　900円、リサイクル料　2,700円）

冷蔵庫　　5,900円
（運搬料　1,300円、リサイクル料　4,600円）

冷凍庫　　5,900円
（運搬料　1,300円、リサイクル料　4,600円）

洗濯機　　3,300円
（運搬料　　900円、リサイクル料　2,400円）

エアコン　4,500円
（運搬料　1,000円、リサイクル料　3,500円）

家電リサイクル・
パソコンリサイクル
について

家電5品目（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン）およびパソコンは、法律でリサイ
クルが義務付けられています。
次の製品は、粗大ごみとして収集できませんので、指定の方法でリサイクルしてください。

家電リサイクル・
パソコンリサイクル
について
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申請者本人・配偶者・世帯主のうち一人でも基準に
該当しない場合は免除が承認されません。
☆将来受け取る老齢基礎年金の額について、全額免除が
承認された期間は納付した場合にくらべて１／３とし
て、半額免除が承認され残り半分の保険料を納付した
場合は２／３として計算されます。
☆今年度より始まった若年者猶予制度の場合は、後から
追納されないときは年金額に反映しません。
☆20歳代の方について、半額免除と若年者納付猶予の
両方に該当する場合にどちらを優先させるか意思表示
をお願いします。
☆平成17年７月以降の納付書が送付されておりますが
免除を申請される方は、結果が通知されるまで保留し
ていただくことになります。
☆免除を受けた期間については、後から追納することが
できます。３年度以上経過した期間については加算金
が発生します。詳細は社会保険事務所にお問い合わせ
ください。
すでに免除申請済の方、保険料納付済の方、最近厚

生年金や共済年金に切り替わった方などは行き違いで
すのでご容赦ください。

秋田社会保険事務所　国民年金第一課・第二課
� 865－2390・2399

国民年金保険料の免除をご希望される場合、手続きは
毎年必要となります。今回は前年度に免除が承認されい
る方（17年６月まで）に対し、ご案内としてお手紙を送
らせていただきました。
平成17年７月以降も引き続き免除をご希望の方は、同

封されています「国民年金保険料免除・納付猶予申請書」
をご記入のうえ、住所地の市町村役場国民年金担当係、
もしくは社会保険事務所までご提出ください。
なお、今回提出いただく申請書については、平成17年

７月分～18年６月分保険料が対象です。

手続に必要なもの
・申請者の年金手帳および印鑑
・本人、配偶者、世帯主のなかで平成16年４月以降に
離職された方がいる場合
「離職票」「雇用保険受給資格者証」「離職者支援資
金貸付決定通知書」等の公的機関が発行した離職が
明らかになるもの
・平成17年１月１日時点の住所が今お住まいの市町村
と異なる方は、前住所地の市町村役場が発行する所
得証明書

《手続いただく方は必ずお読みください》
☆免除申請が承認されるかどうかは、申請者本人・配偶
者・世帯主それぞれの所得によって判断します。（若
年者猶予制度は申請者本人と配偶者の所得）

国民年金マスコット
ハッピーちゃん

国民年金保険料・免除の手続はお早めに

秋
　
穂
　
鈴
　
花
ち
ゃ
ん

江
　
橋
　
勇
　
斗
く
　
ん

大
　
関
　
　
匠
　
く
　
ん

大
　
関
　
優
　
雅
く
　
ん

大
　
山
　
雄
　
輔
く
　
ん

加
　
賀
　
元
　
気
く
　
ん

柏
　
崎
　
栞
　
奈
ち
ゃ
ん

柏
　
崎
　
魅
　
楓
ち
ゃ
ん

加
　
藤
　
慎
太
郎
く
　
ん

小
　
玉
　
拓
　
海
く
　
ん

小
　
林
　
莉
　
奈
ち
ゃ
ん
　

佐
　
藤
　
歩
　
夢
く
　
ん

高
　
橋
　
彩
　
乃
ち
ゃ
ん

畠
　
　
悠
　
真
く
　
ん

半
　
田
　
悠
　
真
く
　
ん

藤
　
原
　
郁
　
覇
ち
ゃ
ん

船
　
木
　
秀
　
都
く
　
ん

丸
　
谷
　
帆
　
波
ち
ゃ
ん

武
　
藤
　
晴
　
花
ち
ゃ
ん

渡
　
部
　
未
　
央
ち
ゃ
ん

天王地区では５月・６月
に３歳半児健診をうけた37
人中、むし歯のなかった子
どもは20人でした。
むし歯のないきれいな歯

をいつまでも大切にしまし
ょう。

天王保健センターでは、妊婦さんの方を対象

にマタニティ教室を開催します。

みなさんで学んだり、おしゃべりして楽しい

時間を過ごしてみませんか？

お申し込みは、７月26日（火）まで天王保健セン
ター（�878－6570）にお願いします。

マタニティ教室のお知らせ

7月29日（木）
10時～13時

マタニティクッキング
ママと赤ちゃんも元気！お手軽鉄
分たっぷりメニュー！

月日（曜日） 内　　　容
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お問い合わせは、潟上市市民課国保年金班

（� ８７７－７８０１）

老人医療
「限度額適用・
標準負担額減額認定証」
の申請のお知らせ
（住民税非課税世帯のみ）
住民税非課税世帯の老人保健医療受給者が入院し

た場合、この認定証を病院に提示することにより、
一部負担金の限度額が下がり、入院時食事代が減額
されます。現在、この認定証をお持ちの方は、有効
期間が「平成17年７月31日まで」となっています。
８月１日以降は、新しい認定証を病院に提示するこ
とになります。
平成17年度（16年中）の所得にかかる住民税が

非課税（世帯全員）であると該当になります。今年
度から該当者の方には７月末までに申請書と認定証
を同時に郵送いたします。今までのように庁舎等に
お越しになる必要がありません。
認定証及び申請書が届きましたら、認定証を切り

取って８月１日からご使用ください。また、「老人
医療限度額適用・標準負担額減額認定申請書」に住
所、氏名をご記入、押印のうえ、現在お持ちの認定
証（お持ちの方のみ）とともに、同封の返信用封筒
にて郵便ポストへ投函してください。

お問い合わせは、潟上市市民課国保年金班
（� 877－7801）

人工透析患者
通院支援費の支給について
市では、人工透析（血液透析）患者に対して通院加

療に伴う負担の軽減を図るため、交通費の一部を支援
しています。下記の条件にすべて該当する方が対象と
なります。
対象者・潟上市在住で、前年分の世帯全員の所得税合

算額（１月から６月までの間は前々年分）が
12万円以下の方。

・腎臓機能障害により身体障害者手帳１級の交
付を受けている方。
・人工透析（血液透析）の通院加療を月８回以
上受けている方。
・自分でもしくは家族等の送迎により通院加療
を受けている方。（無料送迎サービスを利用し
ている方は対象となりません）

支給金額 月5,000円
支給月 ４～７月分は８月、８～11月分は12月、

12～３月分は４月
※４～７月分については８月に支給しますの
で８月10日まで必ず提出してください。

申請書類 潟上市役所
天王庁舎総合窓口センター
昭和庁舎社会福祉課
飯田川庁舎総合窓口センター

お問い合わせは・・・
潟上市社会福祉課（�855－5112）

●受給者証の交付（更新）申請について
福祉医療費受給者証の有効期間が平成17年７月31日

までとなっている方は、８月１日以降は新しい受給者

証を病院等に提示することになります。

今年度から該当者の方には、７月末までに申請書と

受給者証を同時に郵送いたします。今までのように庁

舎等にお越しになる必要がありません。（ただし、所得

証明が必要な方、または市・県民税の申告をされてい

ない方はお越しいただく必要があります）

受給者証及び申請書が届きましたら、受給者証を切

り取って８月１日からご使用ください。また、「福祉医

療費受給者証交付（更新）申請書」に住所、氏名をご

記入、押印のうえ、現在お持ちの受給者証（お持ちの

方のみ）とともに、同封の返信用封筒にて郵便ポスト

へ投函してください。

所得不明の方（所得証明が必要な方、または市・県

民税の申告をされていない方）には、別途お知らせい

たしますのでご準備願います。

現在、お持ちの受給者証に「無期限」となっている

方は更新の必要はありません。

●乳幼児の自己負担が変わります
福祉医療費制度は県が行っている事業ですが、県の

改正により８月１日から乳幼児については一部負担金

の１／２を負担していただくことになりました。

ただし、１カ月の間に１医療機関（科ごと）での上

限は1,000円までとなります。福祉医療費受給者証の

右上に「千円」と朱書されている方はこれに該当しま

す。０歳児及び父母が非課税の場合は、今までどおり

一部負担金が全額助成されます。

福祉医療費 
交付（更新）及び改正のお知らせ 
福祉医療費 
交付（更新）及び改正のお知らせ 
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「話題あれこれ」コーナーでは、各種団体や地域
の話題など、市民みなさんの活動や交流を広く紹
介します。ホットな話題をお待ちしています。

（総合政策課広報統計班�878-9802）

７月１日、出戸浜海水浴場組合（組合長　小舘喜代松）
による安全祈願祭・祝賀会が、海の家「松風」を会場に
行われ、今シーズンの海開きとなりました。
当日の安全祈願祭には、海水浴場の海の家で構成する

組合関係者（海の家14件）をはじめ、石川市長、赤平市
議会議長など多数が列席。今シーズンの無事故と繁盛を
祈願しました。
祝賀会では、小舘組合長が「今年も安全で安心して海

水浴を楽しみ、喜んでいただけるようがんばりたい」と
話しました。これから夏本番を迎え、同組合では市民み
なさんのご来場をお待ちしています。

潟上市消防団小型ポンプ操法大会
火消しの〝技〟を競う

出戸浜海水浴場安全祈願祭
夏の観光スポットがオープン！

第１回潟上市消防団小型ポンプ操法大会が、７月10
日、潟上市鞍掛沼公園多目的広場（陸上競技場）を会
場に行われました。
大会には、市消防団天王・昭和・飯田川支団の全30

分団が集結。石川市長をはじめ、赤平市議会議長、市
議会議員、消防署関係者が参列する中、開会式で鎌田
健一団長が「住民の生命と財産を守ることが消防人の
使命であり、日頃の訓練の成果を存分に発揮してほし
い」とあいさつ。
早朝から雨が降りしきる中、競技には地域の精鋭29

分団116人が出場。団員らは、迅速かつ、的確な火消
しの技を本番さながらに披露し、小型ポンプ操法の技
術を競い合いました。
結果、新市として初の総合優勝に天王支団第５分団

（大崎）、第２位に飯田川支団第２分団（和田妹川）、第
３位に天王支団第12分団（細谷）が入賞しました。
なお、７月24日の

県消防協会男鹿南秋
支部消防操法大会
（会場・男鹿市脇本）
には、天王支団第５
分団、昭和支団第7分
団（アミダ堂、乱橋、
八丁目、佐渡）、飯田
川支団第５分団（飯
田川全域）の３分団
が出場します。

�
昭
和
支
団
第
12
分
団
の
平
野
透
部
長
が
選
手
宣
誓

７月10日、第27回飯田川婦人会運動会が行われ、飯
田川体育館には約150人の婦人会員が集まりました。
開会式では、小玉喜久子婦人会会長が「今日は会員同

士の交流を深め、日ごろのストレスを発散しましょう」
とあいさつ。
競技では、趣向を凝らした各種目を６チームに分かれ

て楽しみ、日ごろのストレスを吹き飛ばせとばかりにハ
ッスル。会場はお母さんの熱気と笑いで大いに盛り上が
りました。

飯田川婦人会運動会
ユニークな種目に笑い、
心地よい運動に汗を流す

�
今
シ
ー
ズ
ン
の
安
全
を
祈
願
す
る

小
舘
組
合
長

�
お
母
さ
ん
パ
ワ
ー
が
全
開
！

高得点で優勝した�
天王支団第５分団
のポンプ操法

�
惜
し
く
も
第
２
位
の
飯
田
川
支
団

第
２
分
団
の
み
な
さ
ん
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潟上市観光協会の設立総会が、７月８日に潟上市昭和

公民館で開催されました。

潟上市観光協会は、旧３町にそれぞれあった各観光協

会が合併前に解散したため、設立準備委員会を経て、こ

の日設立されたものです。

当日は、会員のうち34人が出席。議題では、潟上市観

光協会規約案、役員の選出、そして平成17年度の事業計

画案と予算案を協議し、可決しました。

役員選出では、会長には石川光男潟上市長、副会長に

は佐々木吉男氏（天王地区）、小玉正次郎氏（飯田川地区）、

佐々木嘉一氏（昭和地区）が就任し、新たな船出となり

ました。

潟上市観光協会が設立
会長に石川光男市長を選任

社会を明るくする運動の初日の７月１日、「第１回潟上
市社会を明るくする運動」が昭和庁舎大会議室で行われ
ました。
はじめに法務大臣から石川市長へメッセージを伝達後、
作文コンクールの表彰が行われ、市内の中学生５人が優
秀賞に輝きました。
「社会を明るくする運動」潟上市実施委員長の石川市長
は、「犯罪のない明るい社会は全国民の悲願である。犯罪
や非行のない明るい市になるようがんばってほしい」と
あいさつ。その後、優秀賞を受賞された中学生の作文朗
読や広報映画が上映されました。

潟上市社会を明るくする運動
安全で安心な地域社会づくりを

▲潟上市の観光の発展を願って

第29回全日本少年サッカー秋田県大会が、６月25
日・26日に県立中央公園を会場に開かれ、本市の天王サ
ッカースポーツ少年団が見事優勝を飾りました。
（財）日本サッカー協会などが主催する同大会には、県
内の地区予選を勝ち抜いた36チームが出場。予選を勝ち
上った天王スポ少は、決勝トーナメントで接戦を制して
波に乗り、決勝の下新城戦は２－１と競り勝ち、全国大
会への切符を手にしました。
７月７日には潟上市役所天王庁舎を訪れ石川市長に優

勝報告。福島県で開かれる全国大会（８月７～13日）で
の活躍に期待が寄せられます。

全日本少年サッカー秋田県大会
天王サッカースポ少が全県一に輝く！
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の
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▲飯田川ファイターズのみなさん
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高齢福祉課……………………… 855-5113

健康課…………………………… 855-5115

昭和庁舎総合窓口センター ………… 855-5110

産業課…………………………… 855-5120

建設課…………………………… 855-5118

都市整備課……………………… 855-5119

下水道課………………………… 855-5121

水道課…………………………… 855-5123

議会事務局……………………… 855-5124

農業委員会事務局……………… 855-5122

市役所の電話番号（市外局番018）�ご用の方は、担当課への直通電話をご利用ください。

潟上市役所天王庁舎
総務課 ………………………… 878-9801

税務課 ………………………… 878-9803

収納課…………………………… 878-9804

総合政策課……………………… 878-9802

財政課…………………………… 878-9805

天王庁舎総合窓口センター ………… 878-9806

会計課…………………………… 878-9808
潟上市役所昭和庁舎
社会福祉課……………………… 855-5112

潟上市役所飯田川庁舎

市民課…………………………… 877-7801

生活環境課……………………… 877-7802

飯田川庁舎総合窓口センター ………… 877-7800

総務学事課……………………… 877-7803

幼児教育課……………………… 877-7804

生涯学習課……………………… 877-7805

スポーツ振興課 ………………… 877-7806

国体事務局……………………… 877-7807

潟上市役所追分出張所 …………�873-5672

就園前のお子さんとご家庭の方を対象に昭和地区３カ所の保
育園（昭和中央、東、西保育園）を開放します。園内外での遊
びを予定しています。保育園のお友達と遊ぶことも楽しいです
よ。参加は無料です。動きやすい服装でご参加ください。子育
てについての相談もどうぞ。
対象年齢�平成17年４月２日現在、満１歳からのお子さん

※水遊びのときは、着替えをご用意ください。
●保育園の運動会のお知らせ
９月３日（土） 東保育園・西保育園
９月10日（土） 中央保育園
参加競技がありますので、お越しください。
お問い合わせは…昭和中央保育園（�877－2629）

昭和東保育園（�877－2531）
昭和西保育園（�877－3108)

大久保小・豊川小・羽城中の児童・生徒会が協力して、小中
合同資源回収活動を行います。当日は小中学生が昭和・飯田川
地区にお住まいの方のお宅前に伺いますので、ご協力をお願い
します。なお、収益金は各小・中学校の児童会・生徒会の活動
資金として使わせていただく予定です。
と　き�７月24日（日） ８時～
回収物�一升ビン（油ビンを除く）、ビールビン、新聞紙、段

ボール、アルミ缶、ビールのプラスチックケース
※ビン類は上記のもの以外（焼酎やドリンク剤のビンなど）は
回収しません。雨天時、新聞紙・ダンボールは回収しません。
お問い合わせは…羽城中学校（�877－3211）

潟上市青色申告会（設立発起人代表　高橋　務）は、税の悩み
や所得税・消費税の勉強会、会員ニーズに合った情報の提供な
どを事業とする予定です。主旨をご理解の上で入会いただける
場合は、７月29日（金）まで潟上市天王商工会へご連絡ください。
お問い合わせは…潟上市天王商工会（�878－2420）

と　き�７月28日（木） ９時30分～12時
ところ�男鹿市船川港公民館(�0185－23－2552)
対象者�聴覚障害者
お問い合わせは…
県福祉相談センター（�831－2940、FAX831－2306）
潟上市社会福祉課（�855－5112、FAX877－4466）

秋田地方法務局五城目出張所は、平成17年８月22日（月）を
もって秋田地方法務局登記部門に統合されます。このため五城
目出張所での登記事務の取扱いは、平成17年８月19日（金）で
終了し、平成17年８月22日（月）からは、移転先の秋田地方法
務局登記部門で、土地・建物の登記及び会社などの商業・法人
登記を処理します。謄抄本、各種証明書等が必要なときは、秋
田地方法務局登記部門で手続きをお願いします。
移転先�秋田地方法務局登記部門（�862－6531）

〒010－0951 秋田市山王７－１－３

県中央児童相談所は、平成17年度から24時間・365日体制で
18歳未満の子どものあらゆる相談を受け付けています。秘密は
厳守しますので、お気軽にお電話ください。
県中央児童相談所（�862－7311、FAX824－4010）
〒010-1602 秋田市新屋下川原町１－１
※「電話相談よい子に」でも相談を受け付けています。

（�824－4152、�0120－42－4152）

医療法人正和会恒例の「健康まつり」が今年も開催されます。
各種健康チェック、打ち上げ花火などの催し物がありますので、
お気軽にご参加ください。
と　き�７月30日（土） 14時～20時　※雨天決行
ところ�南秋田整形外科、ほのぼの苑前広場（ＪＲ大久保駅

西側）
内　容�各種健康チェック、介護相談、竿灯実演、出店、打

ち上げ花火、親子車椅子スタンプラリーなど
お問い合わせは…医療法人正和会健康まつり実行委員会　菅原

（�877－7110）

□職種－必要資格
●看護師または准看護師（パートでも可）－

看護師免許または准看護師免許：１名
●介護員（臨時職員）－介護福祉士、ホームヘルパー２級：２名
勤務場所�特別養護老人ホーム松恵苑
お申込み�７月22日（金）まで履歴書を松恵苑に届けてください。

□職種－必要資格
●調理員（臨時職員）－調理師免許：１名
勤務場所�老人保健施設「くらかけの里」
お申込み�７月22日（金）まで履歴書をくらかけの里に届け　

てください。
お問い合わせは…
〒010-0201 潟上市天王字鶴沼台43－226
社会福祉法人敬仁会 特別養護老人ホーム松恵苑（�878－5533）
〒010-0201 潟上市天王字鶴沼台43－231
社会福祉法人敬仁会 老人保健施設くらかけの里（�878－6622）

秋田地方法務局五城目出張所統合のお知らせ

県中央児童相談所からのお知らせ

社会福祉法人敬仁会職員を募集します

空きビン・アルミ缶・古紙回収にご協力をお願いします

昭和地区保育園開放のお知らせ

と　　　　　　き

８月２日（火）10時～11時 水遊び

10月３日（月）10時～11時 散歩

11月２日（水）10時～11時 園内外での遊び

内　　　容

潟上市天王青色申告会（仮称）設立のお知らせ
～個人事業者で青色申告をしている方へ～

身体障害者巡回相談を開催します

医療法人正和会 健康まつりを開催します



資　格�栄養士　　募集人数�1人
勤務場所�潟上市役所昭和庁舎健康課
勤務時間�８時30分～16時15分
期　　間�平成17年８月１日（月）～平成18年３月31日（金）
お申込み�７月22日（金）まで潟上市役所昭和庁舎健康課ま

で履歴書を送付してください。
お申込み及びお問い合わせは…
〒018－1401 潟上市昭和大久保字堤の上1－3
潟上市健康課（�855－5115）

潟上市教育委員会では、臨時職員を募集します。
募集人数�１人　勤務場所�出戸小学校
勤務内容�体が不自由な児童の介助
勤務時間�８時30分～12時30分（４時間）
期　　間�平成17年８月26日（金）～平成18年３月31日（金）
賃　　金�日額　2,700円
お申込み�７月25日（月）まで潟上市役所教育委員会総務学

事課まで履歴書を送付してください。
お申込み及びお問い合わせは…
〒018－1595 潟上市飯田川下虻川字八ツ口70
潟上市教育委員会　総務学事課（�877－7803）

飯田川Ｂ＆Ｇ海洋センターでは、小学生を対象に水泳教室を
開催します。全く泳げない子どもからある程度泳げる子どもま
で各レベルに合わせて水泳のインストラクターがやさしく丁寧
に指導します。多数の参加をお待ちしています（参加費：無料）。
水泳教室開催中は、プールの一般開放を行いませんのでご了承
ください。
と　き�８月２日（火）・３日（水）・４日（木）・５日（金）、

10時～12時　※開始10分前の９時50分までにプー
ルにお集まりください。

ところ�飯田川Ｂ＆Ｇ海洋センター
対　象�市内在住の小学生
申込期間�７月29日（金）まで

※定員（50名）になり次第、締切ります。
お申込み及びお問い合わせは…潟上市教育委員会

スポーツ振興課（�877－7806、有線5191）

主　催�潟上市ゴルフ協会
と　き�９月11日（日） ８時30分～
ところ�秋田森岳温泉36ゴルフ場（森岳温泉コース）
お問い合わせは…潟上市ゴルフ協会事務局（�877－7806）

潟上市では、高齢者の健康維持と福祉増進を図るため「は
り・きゅう・マッサージ療養助成事業」を実施しています。こ
の事業は、市指定の治療所で、はり・きゅう・マッサージ療養
を受けた場合に、一回につき1,000円を助成するものです。指定
治療所は下記のとおりです。
この事業を利用する方は、潟上市役所天王・飯田川庁舎総合

窓口センター、追分出張所、昭和庁舎高齢福祉課までお申し込
みください。
対象者�潟上市在住者で満65歳以上の方
受療券�１人１冊限り
回　数�年６回を限度（ただし、医療保険給付を受けている

場合は適用しません）
指定治療所
●天王地区
三浦治療院（上江川）（�878－3746）
佐々木治療院（下出戸）（�878－2464）
さとう治療所（北野）（�878－4808）
桜庭治療院（持谷地）（�878－4370）
安田鍼灸整骨院（追分）（�873－6233）
なりたリラクゼーションルーム（�873－6066）
●昭和地区
利久院（大久保）（�877－4476）
リフレッシュ大久保（大久保）（�877－7565）
●飯田川地区
命泉指圧院（妹川）（�877－2283）

お問い合わせは…潟上市高齢福祉課（�855－5113）

献血は、手術や事故などで輸血の必要な患者さんへ届けられ
る大切なものです。潟上市では下記のとおり、献血車が巡回し
ます。お近くにきた際は、ご協力よろしくお願いします。
と　き�8月2日（火）

９時30分～12時　秋田職業能力開発促進センター
13時20分～14時30分　㈱マルサ佐藤製作所
14時50分～16時　マックスバリュ天王店

お問い合わせは…潟上市健康課（�855－5115）

飯田川地区で利用されている「羽後飯塚駅」のクリーンアッ
プを行います。当日は、草刈り機・かま・刈り込みハサミなど
の掃除用具をご持参ください。きれいな駅にするためにみなさ
んの参加をお待ちしています。
主　催�羽後飯塚駅を美しくする会
と　き�７月31日（日） ６時～
ところ�羽後飯塚駅
お問い合わせは…羽後飯塚駅（�877－2421）
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情報
ホームページ http://www.city.katagami.akita.jp/
E-メール　　info＠city.katagami.akita.jp

臨時栄養士を募集します

臨時職員を募集します

小学生水泳教室を開催します

潟上市ゴルフコンペを開催します

献血へのご協力をお願いします

はり・きゅう・マッサージの受療券を発行しています

羽後飯塚駅を美しく！

くらしの
くらしの

informationinformation

固定資産税・国民健康保険税の
納期限は８月１日です

平成17年度固定資産税第２期と平成17年
度国民健康保険税第１期の納期限は、８月１
日（月）です。忘れずに最寄りの各庁舎・出張
所及び金融機関で納付しましょう。災害、病
気、失業などにより納期限までに納税が困難
な場合は、収納課までご相談ください。

お問い合わせは…
潟上市収納課（�878－9804）



潟上市天王伝承館（八坂の館）
潟上市天王郷土館（神話の館）
潟上市天王字江川上谷地109-2
（天王グリーンランド内　�878-6588）
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東湖八坂神社は素戔鳴尊を祭神とし、延暦20年（801年、
平安時代初期）に北野原東湖宮（きたのはらとうこのみや）
と呼ばれる地に社を建てたのが始まりとされています。そ
の後、度重なる洪水や飛砂のために幾度となく社を移し、
康平３年（1060年）現在地に鎮座したとのことです。
以来、「牛頭天王社（ごずてんのうしゃ）」「天王宮（てん
のうぐう）」などの社名を持ち、近在近郷の人々から「お天
王さん」と親しまれ、崇敬されています。
一千年にわたり厳粛な統人制のもと、脈々と受け継がれ

てきた「統人行事」は、昭和61年1月に国の重要無形民俗文
化財の指定を受けました。

潟上市は、
レスリング競技・相撲競技の会場地です。

日

古紙配合率100％再生
紙を使用しています。

市内には、天王・昭和・
飯田川地区の歴史や伝統
文化を継承・保存する伝
承館や資料館などがあり
ます。
今号では、天王地区の

東湖八坂神社祭「統人行事」
の諸祭事を知ることができ
る『潟上市天王伝承館（八坂
の館）』『潟上市天王郷土館
（神話の館）』を紹介します。

あと

●お問い合わせ先
潟上市教育委員会　国体事務局　� 018（877）7807

国の重要無形民俗文化財の指定を受けてい
る東湖八坂神社祭「統人行事」。伝承館では、
一年間にわたる諸祭事や「牛乗り」「くも舞
い」神事、祭りの賑わいを、大型人形や映
像、音声で分かりやすく紹介しています。
郷土館では、神話「スサノオノミコトのヤ
マタノオロチ退治」伝説をパネルやマジッ
クビジョンなどで再現し、神話の世界を体
験することができます。

□開 館 日　４月１日～11月30日
□開館時間　９時～17時
□入 館 料　伝承館1人100円（郷土館は無料）
□休 館 日　12月1日～翌年3月31日

国 体 と 秋 田 県
国体は、我が国最大の体育・スポーツの祭典であり、スポーツの
振興に大きな役割を果たしてきました。
秋田県での初めての国体は、昭和28年大館市と大湯町で開催され
た第8回国体スキー競技会です。そして、昭和36年には、第16回
国体夏季大会漕艇競技と秋季大会が秋田市を中心に開催され、潟上
市では旧昭和町で羽城中学校体育館を会場にウェイトリフティング
競技が行なわれております。秋田国体は、既存の施設を利用して経
費の節減を図るなど、原点に帰って質素な国体を目指したものでし
たが、温かい県民性を発揮し、7,000余名にのぼる民家宿泊と、そ
の手厚いもてなしから、“民泊国体”“まごころ国体”として参加者
に絶賛を浴びました。
平成19年の第62回秋田わか杉国体は、温かいもてなしの心を持
って運営にあたり、昭和36年の国体を越える感動あふれる大会を目
指しています。

奇祭・東湖八坂神社祭
「統人行事」

全国に奇祭として知られる東湖八坂神社祭「統人行事」。
天王本郷と周辺６集落、それに男鹿市船越からなる統人制
のもと、一年間にわたり豊かな諸祭事が執り行われます。
７月８日の新統御竹受けに始まり、翌年の７月７日の御

神輿巡行、牛乗り・くも舞神事でクライマックスを迎えます。
この神事は、神話の世界「素戔鳴尊（スサノオノミコト）
の八岐大蛇（ヤマタノオロチ）退治」を模したものとされ、
黒牛にまたがる神人がスサノオノミコト、深紅の衣を身に
着け、船上でくも舞を演じる神人をヤマタノオロチに見立
て、その勇壮かつ神秘性に包まれた所作は、神話の世界を
再現しています。

一千年にわたり神話の世界を継承

伝承館「八坂の館」


